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子宮附属 器炎におけ る経 口用Fosfomycinの 使用経験

加 藤 喜 市 ・武 田 祥 子 ・河西十九三

千葉市立病院産婦人科

1. 緒 言

Fosfomycin(FOM)は ア メリカMerck社 とスペ イソ

CEPA社 で共 同開発 され た新抗 生物質(化 学名1-cis-

1,2-epoxypropyl phosphonic acid)で 極 めて ユ ニ ーク

な化学構造 と,広 いスペ ク トラムを有す る点 で注 目され

てい る。

今回,わ れわれ は起因菌 の確 定 しに くい骨盤内 の深在

性炎症 であ る子宮附属器炎 に対 して本剤を使用 し,い さ

さかの知見を得た ので報告す る。

2. 対象な らびに投与方法

対 象は昭和48年11月 か ら49年6月 まで千葉市立病 院

産 婦人科 を訪 れ 子宮附属器炎 の診断 を受 け た外来患 者

11名,入 院患者4名 の合計15例 であ る。病型は急 性6

例,亜 急性5例,お よび慢 性4例 であ る。

投与方法は原則 として500mgカ プセルを1日4回 計

29経 口投与 した。ただ し症例Nα4の 場合だけ症状軽

快後1日1.5g投 与 とした。投与期間は症状に応-じて4

日か ら21日 で平均約11日 であ った。

3. 臨床効果判 定基準

治療効果の判定は,自 覚症状 としては下腹痛,腰 痛等

の程度,他 覚的所見 として子 宮附属 器お よびその周辺の

圧痛,抵 抗 の程 度を(〓),(+),(土),(-)の4段 階

に分 けてお こな った。 また 白血球数,赤 沈値等の臨床検

査成績 の推 移を参 考に した。

細菌学的検索 については,本 疾 患が深在性の炎症であ

り,病 巣か ら直接検 体を採取 する ことが手術例の他は き

わめ て困難 であ って,腔 あ るいは頸管か ら採取 した分泌

液 中に細菌を分離 しえて も,こ れが起因菌であ ると断定

で きない ことは言 を侯 たない。

4. 治 療 成 績

急性の6例 は著効3例,有 効3例 で有効率100%で あ

った。亜急性の5例 は著効1例,有 効3例,無 効1例 で有

効率80%で あ った。急性お よび亜急性 の有 効 率 は90.9

%で あ る。慢性4例 では,有 効1例,や や有効1例,無

効2例 で有効率25%で あった。従が って全体の有効率

は15例 中,著 効お よび有効11例 の73.3%で ある。

5. 臨 床 検 査 成績

1) 一 般検血:白 血球数は著効お よび有効 の11例 中

10例 でFOM投 与後減少を認めた。 赤血球数,ヘ モグ

ロ ビン値,お よびヘマ トク リット値 のいずれ も投与前後

で大 きな差異 はな く,FOM投 与に よる貧血傾 向は認め

られ ない。

Table 1 Results of fosfomycin treatment in pelvic inflammatory disease
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2) 肝機 能:GOT,GPT,LDH,ア ル カ リフ オスフ

ァターゼ,ZTT,TTTお よび 血清蛋 白のいず れ も 正

常範囲内の変動であ った。

3) 腎機能:尿 素窒素 の測定 では 異常を認 め なか っ

た。

4) 細菌学的検 査:慢 性症 のFOM無 効例 で,手 術的

に子宮附属器 を別 出 した2例 について細菌検査をお こな

ったが起因菌は認め られなか った。

6. 副 作 用

15例 中,下 痢4例,悪 心お よび腹満1例,胃 痛1例 の

6例 であった。 これ ら消化器症 状の殆ん どは休薬に よ り

すみやかに軽快 したが,1例 は 胃散を投与 した。なお 胃

痛 の1例 は合計21日 間42g投 与後に膣 カソジダ症を合

併 した。

7. 結 語

新 しく開発されたFosfomycinを15例 の子宮附属器

炎患者に投与 して,次 の ような結果 を得た。

1) 急性期の投与では全例有効で,亜 急性を含めた有

効率は90.9%で あった。

2) 慢性症 では無効例が 多 く,抗 生物質の限界を思わ

せ た。

3) 本剤投与後の血液一般所見,肝 機能 お よび腎機能

検 査では とくに異常を認 めなか った。

4) 消化器系 の副 作用が15例 中6例 にみ られ,下 痢

が比較的多 く認め られ たが,休 薬 に よ り速やかに消失 し

た。

5) 以上 の成績 によ りFOMは 骨盤内深部感染症 であ

る子宮附属器炎 に充分有効 である ことを認めた。
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CLINICAL EVALUATION OF FOSFOMYCIN IN 

PELVIC INFLAMMATORY DISEASE
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Department of Obstetrics and Gynecology, Chiba City Hospital

Fosfomycin, a new orally broad spectrum antibiotic was administered to 15 patients with pelvic

Table 2 Laboratory findings before and after fosfomycin therapy
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imflammatory disease. 
1) The therapentic effect was excellent in 4 cases, good in 7 cases, fair in 1 case, and poor in 3 

cases, the rate of effectiveness being 73. 3%. Especially, in case of acute type, excellent result was 
obtained in 3 cases and good result in 3, giving a rate of positive result of 100%. 

2) No remarkable changes were noted in general hematological findings, liver function, and renal 
function before and after fosfomycin treatment. 

3) As for side effects, gastrointestinal disturbances were observed in 6 cases, and diarrhea was 
relatively frequent.


